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大  島  正  毅 氏 (工業技術院 電子技術総合研究所 矢時ヒシステム部 視覚情報研究室長)

3次 元情報を用いる視覚認識システムに関する研究業績

コンピュータによるけ町像認識の分野においては、高度な自動化システムや、極限環境で動作する

ロボットを構成する11で不田r欠とされる複雑な1青景を柔軟に机党認識できる技術の体系化が求めデ)

才している。

こ″しまで、複雑な1青景を乗軟に祝党認識する技術iの課題として、(1)シーンの情報入力、(2)イ丁用な

特徴 を抽出してシーン各部の村177関係などを表現すること、(3)木知シーンの特徴記述を、あらか じ

め作成 した物14Nの特徴記述 と照合 して物体の形状や内こ置を効率的に認識することなどが挙げデ,れ、

これらを ム貫 したシステムとして構成することが平まれていた。然 し午ら、このようなシステムで

は】レ大なデータを扱う必要があること、物理的1青報 と意味1青報の問には多大のギャッブが作和iする

ことなどから多くの14q雑がぁって、その実現は難 しかった。

大島 111毅氏は、はやくから、これらの問題ナ|、〔の研究開発を行い、多くのた駆的な研F究成果をあげる

ことにより、このF町題に有効な解決策を埠 くことに成功 した。

メ|↓ち、氏は机党認識のための要茶的手法の新 しい開発として、

1) 複 数の
｀
降導体 レーザを光源 とし物14Nに投影 し、特別の光学系 とテレビカメラによって11的物

をと',え、信 'j^処F叫とすることにより、物体淡TれFの点の 3次 元情報を入力するようにした高速 ・汁i精

度 3次 元データ人力装置を開発した。

2) 物 体の 3次 元情報をナ日いて、物休衣面の位置 ・傾 きの1青報を持つ要素を求めた_11、物体の各

1山Fを求めるようにした。それらの位置関係でシーンを記述する子法を開チもした。

3) 未 角|シーンの 3次 元データから求めたシーンの記述 と、幾何モデル作成システムで11をった 3

次,こモデル とを照合できる手法を開発 した。

|を記のように、机党認識のための要素的子法を開発し、更に、それらを効果的に融合 して、一貫

したシステムとして体系化 し、3次 元空間内におかれた積木や機械部品の形状および配置を認識す

る実験を行って、技術体系の有効性を確認 した。

以 ilのように、氏は、枕
'光
認識の分野でltNl難であった課題を解決 し、1世界にも例のない入力から

f忍識までの祝党認識のシステム体系を作 り11げ、この分野の発展に多大な貢献をされた。更に氏の

研究成果はlll内外の学会において高 く評価されている。
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